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はじめに 

 

都 地域の住民の中から無作為に選ばれた私たち委員は、2023 年 8 月から 4

回にわたって「自分ごと化会議 in 都 」に参加し「共助・地域コミュニティを強化す

る手法」をテーマとして議論を重ねました。 

 

市役所から無作為の市民に送られた案内がたまたま届いたことをきっかけに参加

した 25 人の委員は、ほとんどが初めて顔を合わせる人たちで、住んでいる地区

も、仕事も年齢も、お互いの考えも全くわからないところからの話し合いで、はじ

めはよそよそしく、緊張もしましたが、回を重ねるごとに打ち解け、和気あいあい

と、時には熱く議論しました。 

 

都 の伝統や文化、市役所とのつながりなど、既存のコミュニティにおいてこれか

らも守っていくべき活動もありますが、今のあり方のままでは組織が形骸化し、い

ずれ住民同士の繋がりが失われてしまうおそれがあります。そうなれば、お互いが

支えあう共助の仕組みが崩れ、あらゆる面で地域の力が低下してしまいます。 

 

最近では働き方や家族のあり方が多様になり、スマートフォンなどの普及によるデ

ジタル化も加速度的に進むなど、私たち個人を取り巻く環境は大きく変化しまし

た。しかし、地域の中で人と人とがつながり、助け合うことの大切さは変わりませ

ん。時代にあわせてコミュニティのあり方を見直し、住民一人ひとりがしたいこと、

できることを自由に発信し実行しながら、つながりあう仕組みについて、私たちは

意見を交わしました。 

 

私たち委員は年齢も住んでいる地区もそれぞれ異なり、ほとんどが初対面でした

が、会議を重ねるうちに議題以外でも気軽に言葉を交わし、自分が住んでいる地

区で行われるイベントの情報を教えあうなどの関係ができていきました。私たちが

議論してきた「新しいコミュニティ」は、まさに、このような自発的なつながりから

生まれてくるのだろうと考えます。 

 

 最後に、行政には今回の提案を市としての考えに活かしていただくことを強く望

むとともに、私たち委員はこれからも都 のことを自分ごととして捉え、課題解決

に向けて取り組んでいきたいと思います。 
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以下の提案は、私たち会議参加者が４回にわたって議論してきたことや、各回で記

載した「改善提案シート」の内容を中心にまとめたものです。 

 

テーマ：共助・地域コミュニティを強化する手法 

 

提
案 

 １. 既存コミュニティの役員、業務のあり方を見える化し、スマート

化しよう 

 

自治会や消防団などの既存コミュニティは、地域の重要な役割を担っているが、人

口減少や家族構成の変化や働き方の多様化などに伴い、その在り方を見つめ直す

時期にあると言える。コミュニティの役員の担い手や構成員が不足し、活動の持続

が困難になりつつある現状がある。 

役員が担っている業務を見える化し、地域にとって今後も必要な活動の整理を行

った上で、一部の住民に負担が集中せずに多くの住民で負担を分散したり、働きな

がらコミュニティ活動を担えたりするような、業務のスマート化を行っていこう。 

 

提
案 

 2. 誰でも参加、活動できる（したくなる）、 

既存コミュニティではない新しいコミュニティをつくろう 

 

人口が減っていくこの先においても活発な活動を行っていくためには、地区の枠

を超えて、やりたいことをやりたい人たちが行っていくことが重要だと言える。若

い世代、女性、移住してきた人たちが自由に、積極的に、楽しく参加することがで

きるオープンで新しいコミュニティをつくっていこう。 

 

提
案 

 3. 
既存コミュニティの見直し、新しいコミュニティづくりを 

進めるためにも、住民が気軽に集まることができ、 

地域課題を「自分ごと」とできる場をつくろう 

 

既存コミュニティの見直しも新しいコミュニティづくりも、実際に進めようとすると

きっかけや一緒に進める仲間が必要となる。多様な住民が地域のことを「自分ご

と」として考え、議論し、具体的な動きをつくっていくためにも、住民が気軽に集ま

れる場（みんなで集まることができる物理的な場所と、自分ごと化会議のように意

見を出し合える機会としての場の両方）づくりを行おう。きっかけづくりは行政に

も役割を期待したい。 
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＜会議参加者の声＞ 

⚫ 地域の課題を皆が「自分ごと」として考えるようになると、課題が共有され、議

論できるようになる。その中からリーダーが生まれてくるといいなと思う。 

⚫ 同じ都 の中でつながることができたらいいなと思っていたが、親しくなれた

人ができて嬉しかった。 

⚫ 大学試験を受けている自分の子どもにもこの会議の案内が届いたが、参加し

ていないことが課題だと思う。入学試験の面接や論文、入学前に課された課

題などを見ていると、この会議の議論を伝えるだけでいいと思われる。大学も

こうしたことを考えられる人材を求めているのではないだろうか。これからは

学校と地域社会との連携が重要になるのではないだろうか。（学生から意見を

聞く場を設けられないだろうか） 

⚫ これまでから、なんとか針テラスを地域経済循環の拠点にできないかと考え

ていた。一番いい形で針テラスが運営されることを期待している。 

⚫ 自分の考えが提案書に載り、市などに届いていくということが嬉しい。ここで

話した内容は同僚やママ友に伝えており、すごく興味を持ってもらっている。 

⚫ 自分が関わったイベントをこの場で告知し、奈良テレビに取材に来てもらうこ

ともできた。これを励みにしてこれからも頑張りたい。 

⚫ 都 出身じゃないからこそこの会議に参加しての気づきや楽しさがあった。 

⚫ 男女の差なく過ごせる地域でありたい。さっそく少人数の集まりから始めてい

こうと思っている。 

⚫ 定年してから地域の役を担うことになり気付くことがたくさんある。手伝って

ほしいと言われればいつでも駆けつけるつもりをしている。 

⚫ 行政からはぜひ今回の提案書に対する回答がほしい。次の機会があればまた

参加したい。 

⚫ 消防団のことなど、これまでから課題だと思っていたことを世代の違う方と熱

く語ることができたのがよかった。 

⚫ 若い世代が故郷を思う心を育てていける立場になりたいと思う。 

⚫ 今回の委員 25 人と行政がこれからも繋がっていければいいなと思う。 

⚫ この会議に参加したことで、自分がこれまでになんとなく行っていたことが共

助の例だと実感した。小さなことから始めていくことが大事だと再認識した。

人の幸せというのは、生活を楽にしてくれる便利なものに囲まれていることで

はないと思う。都 には人工的な便利なものはあまりないかもしれないが、そ

れ以外の幸せがたくさんあるのではないだろうか。 

⚫ 今回の会議で得たヒントをもとに、皆さんに気軽に来ていただける都 交流

センターを目指していきたい。 
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提
案 

 １. 既存コミュニティの役員、業務のあり方を見える化し、スマート

化しよう 

 

「提案１」の実現に向けて、それぞれが行うこと 

◯自治会の役、業務を見直そう 

私たち 

市民 

① 組織のマンネリ化を打ち破るために新たなことを提案する 

② 強制ではなく参加できる人で、まずはコミュニティに参加してみる 

③ 自治会そのものを理解し、意見を出し続ける 

④ 役員の負担を軽くするため、主体性を持って参加し自分にできることをまず

考える 

地域 

① 役を見える化し、組織の見直しを進め、スマート化する 

② 新しい人材（移住者や女性、若者）や新しい意見を受け入れる、役員に登用す

る 

③ 月一回実施される自治会長会議のあり方を考える 

④ 広報、防災、交通、医療など具体的な分野ごとのコミュニティを可視化し、参

加しやすくなるよう情報を共有する 

⑤ 方向付けは地域の代表を中心に行う 

⑥ 自治会単位でのイベントの告知をする 

⑦ 伝統行事等の実施日を土日祝日中心とするなど誰でも参加しやすい環境をつ

くる 

⑧ 自治会や垣内同士のつながりをつくる 

行政 
① 自治会の統合化や自治会財政の集約化の支援を行う 

② 学校や大学、大規模企業を取り込む（連携する） 

その他 

① 役を担うことではじめてわかる地域の良さや流れがある 

② 自治会などのコミュニティや行政に対して意見を言える場があるといい 

③ 自治会、神社、寺などの伝統的な要素には守っていくべきこともある 

④ 若い人が少ないため、消防団などの担い手が高齢化している 

⑤ 現状、都 でも各団体、ボランティア団体、趣味の会などたくさんあるがお

互いの交流は少なく、地域全体を見るとそれらをまとめるしくみが必要では
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ないかと思う 

＜その他意見＞ 

⚫ 都 には細かく 30ほどの自治会があり、役員になれば他の自治会の仕組みや人材

を知ることができるが、その他の自治会員は他のことを知ることは少ない。自分が

所属する自治会以外に友達や知り合いがいれば情報を知ることができるが、自分か

ら情報を手に入れるのは難しい。各自治会やコミュニティ同士の情報の見える化も

できればいい。 

⚫ 都 地域の学校のカリキュラムにおいて、この地区に住み続けるためにはどうすれ

ばいいかいろんな意見を出し合う機会を設け、その内容を家族などで共有し、その

延長として自分ごと化会議を位置づけ、その提案が行政や議会にあがっていけばと

思う。 

⚫ 垣内、班など小さなコミュニティから、それらをつなげる共助として各自治会があ

る。まずは顔が見えているとなり近所からの地固めが必要だと思う。 
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提
案 

 2. 誰でも参加、活動できる（したくなる）、 

既存コミュニティではない新しいコミュニティをつくろう 

 

「提案２」の実現に向けて、それぞれが行うこと 

◯既存コミュニティではない、誰もが参加できる新しいコミュニティをつくろう 
◯女性や若い人が参加しやすいコミュニティをつくろう 

私たち 

市民 

① 知人だけのグループが多いので、集会や地域行事に積極的に参加する 

② 家事や育児を夫が役割分担し、女性の時間をつくる 

③ 災害時に避難所開設や被災者支援などにおいて、女性目線でできることを行う 

④ 積極的に何らかのコミュニティに参加し、経験を重ねる 

⑤ 自由な発想で自分に何ができるかを考え、やりたいことを積極的に行う（たと

えば地場農作物を使ったコンテストを針テラスで行うなど） 

⑥ 自分にはできないことでも、考えていることを友達や周りの人に話す 

⑦ 楽しめるイベントを計画する 

地域 

① 自分の住んでいる地区以外の都 の人たちとの交流ができるよう、都 として

のイベントをつくる 

② ある地区で成功したイベントを少しずつ他の都 の地区にも広げていく 

③ 地域の活動を積極的に発信する 

④ 女性防災クラブはあるが、奈良市消防団とは別で女性分団を都 地域単位で立

ち上げる 

⑤ 女性が集まる、話せる場をつくる 

⑥ 住民が集まる場には男女関係なく参加を呼びかける 

⑦ 小さな活動、コミュニティからスタートする（体操やかかし作りから） 

⑧ 自治会や消防団でカバーしきれない業務の受け皿となる新しい組織を作る 

⑨ 団体、サークルとともに、様々なテーマで協力関係を作る 

⑩ 行政との連携は自治会が行い、新しい組織はそのほかの業務を担当する 

⑪ 既存のコミュニティとの連携、調整を行うとともに既存のコミュニティは新し

いコミュニティのサポートをする 

⑫ 企画や運営を仕事として行っている人材を探す 
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⑬ 自治連合で全体の協力と広報をする 

行政 

① 針テラスを活用する 

② 都 以外の場所での手法や成功事例の共有、発信を行う 

③ 防災士、自主防災組織にも女性が積極参加できるシステムを作る 

④ 女性が主体となる企画に対する資金の助成 

⑤ 個人とコミュニティ、コミュニティとコミュニティの間をつなぐ橋渡しを行う

とともにリーダーとなれそうな人材を発掘する（地域おこし協力隊のような人） 

⑥ 活動の場の提供 

⑦ 積極的な活動に対する支援（たとえば農作物コンテストの優勝者に空き店舗提

供などの後押しをするなど） 

⑧ イベント企画、運営を仕事としている人材を地域につなぐ 

⑨ 大学生やプランナーなど人材の派遣を行う 

⑩ 地域コミュニティが法人格を取得しやすくする 

⑪ 予算確保と情報提供 

その他 

① コンテストに出場した高校生が専門職に進み、市内や都 に出店してくれれば 

② 既存の自治会、神社、寺などの守らなければならないものは守るが、それとは

違うコミュニティも必要 

③ 移住者と地域の接点がなく、広がりに欠けている 

④ 若い人が楽しそうだと思ってくれる都 でありたい 

⑤ １人の住民が言い出しっぺになって広めるのはなかなか勇気がいる 

⑥ やりたいことを仲間とやれるグループ（コミュニティ）がたくさんできて誰も

が何かに属していて、繋がりがあるのは必要なことだと思う。 
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提
案 

 3. コミュニティに属する住民同士が気軽に集まることができ、地域

課題の解決ができる場をつくろう 

 

「提案３」の実現に向けて、それぞれが行うこと  

私たち 

市民 

① やりたいことや好きなことを自分から発信する 

② 場ができたら活用する 

③ 空室や管理が大変な建物がないか探す 

地域 

① 地域が管理している空室がないか探す 

② コミュニティが集まることができる場ができたら地域住民が集まるイベントを

企画する 

行政 

① 交流センターや行政センターなど行政が管理している建物を開放して地域住民

が集まる場として貸し出す 

② みんなで集まることができる場所（施設）をつくり、地域のことを議論する機

会も設ける 

③ 不動産業者との交渉を行う 

④ 中心になる人がいる場を作る 

その他 

① 針テラスの 2階を活用できないか 

② 山添村の soyel（コワーキングスペースや花・農産物直売所などを備えた拠点

施設）のようなカフェを作ってほしい 

③ 針テラス高原屋の横の空部屋の活用 

④ ここに行けば話ができるという場所、行きやすい場所が今の都 にはないよう

に感じる 

＜その他意見＞ 

⚫ 地域課題を自分ごとにできる場は、住民と行政がともに助け合える最高の場だと考

える。この場所にこそ行政の助けが一番必要ではないか。 

≪上記以外の地域課題についての提案≫ 

① 若い人が減り続けている 

私たち ① 地元の魅力を発信するイベントを行い、そのイベントに参加する 
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市民 

地域 

① 習い事に通うのが不便なので教える場、環境を用意し、個人の経験を活かして協

力する 

② 子どもからお年寄りまで男女関係なく分け隔てなく集まり、人と人をつないでど

んどん巻き込んでいく 

③ 就学や結婚などで都 を出ていった若者が帰ってきやすい雰囲気づくり 

④ 新住民と旧住民がフラットに集まることができる場をつくる 

⑤ 若い子どもたちが都 に帰ってくるために何ができるかをメインテーマとして

考え続ける 

行政 

① 広報に力を入れる 

② 地域に役立つ施設づくりを行う 

③ インターネット環境を完備した教育の場をつくり、教育の質を向上させる 

④ 放課後の小学校や交流センター、行政センターを活用し、習い事のアフタースク

ールを実施する 

その他 

① 地域の高校に進学しない 

② 習得してきたスキルを活かすことができる仕事が周辺地域にあまりない 

③ 進学で都 を出るとそのまま都 以外の場所で就職し帰ってこない 

④ 行政センターのインターネット環境を整え、ネイティブの先生にオンラインで英

語などの外国語を教えてもらえるようにし、ブースが必要な場合は設ける（保護

者など地域の住民が会場運営に協力する） 

⑤ 子供向けのダンスのオンラインスクールに大人数で取り組む（上記同様、保護者

など地域の住民が会場運営に協力する） 

⑥ 今の時代にあった考え方で施策を実施する 

 

② 移住者に優しい地域づくりが必要 

私たち 

市民 

① 移住してきた人と地域の交流が少ないので、自分が属しているコミュニティに引

っ越ししてきた人を招く 

② 自分やこれまでの地域のやり方、考え方に対して理解しようとする 
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地域 

① 地域でのイベントの企画 

② 小さいことから始める 

③ 自治会にも垣内にも加入していない移住者への情報発信（必要な情報を端的に） 

行政 ① 場所の提供や広報活動を行う 

その他 

① 就職支援、育児サークルなどの人どうしのコミュニティをつくる 

② 奈良市の取り組み「子育てファミリーサポート」の浸透不足の援助会委員になっ

てもらえないか聞き、子育て世代の援助ができる世代への浸透を進める 

③ 地域の高等学校が充実していない 

 

③ 地域外へ都 の魅力をアピールできていない 

私たち 

市民 

① 都 の魅力を知る様々な人とコミュニケーションをとり、都 の魅力についての

情報を蓄積する 

② 情報発信に SNSを活用する 

③ 日頃から自分や地域の将来が「こうなればいいな」と意識する 

地域 

① 地域の魅力をアピールできるイベントを立ち上げる 

② 地域の学生と協力する 

③ 地域で将来のこと（住民、農地など）を話し合う 

行政 

① 小学校や公園、公民館を提供、開放する 

② 積極的に広報活動に力を入れる 

③ アンケート調査をしたり、定期的な意見交換の場を設ける 

その他 
① 都 マラソンがアピールの核となるイベントだったがなくなってしまった 

② 盆踊りを復活させる 
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④ 生活環境の改善が必要（医療体制が整っていない、交通アクセスが不便、農地や森林の

維持管理が必要） 

私たち 

市民 

（医療体制） 

① 健康管理を心がけ、周囲にも声かけを行う 

② あらゆる機会で意見や要望を出す 

（農地、森林） 

③ まずは自分の家の田畑や森林をきちんと維持管理する 

地域 

（医療体制） 

① 民生委員の見回り 

② 老若男女関わらず都 地域全体で健康増進に取り組む 

（農地、森林） 

③ 組合や法人などの組織づくり、地域一丸となり協力し維持管理を行う 

行政 

（交通） 

① コミュニティバスを拡充する 

② 病院までの交通の便の改善 

③ 都 地域の疾病率、救急搬送実態を調査し、針テラスを含め休眠地へ総合病院を

誘致する 

④ 冬の雪道対策が必要 

（農地、森林） 

⑤ 助成金や物資、機械の提供、税金の軽減 

その他 

① 交流センターの蔵書に借りたい本がない場合、奈良市街から取り寄せる必要があ

るため時間がかかり、すぐに借りられる本が限られている 

② 住民を中心とした活動（地産地消）で収益を得る活動を行う 
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自分ごと化会議 in 都 の概要 

 

2023 年 8 月から、“共助・地域コミュニティを強化する手法”をテーマに、無作為

に選ばれた住民による議論を行いました。 

 

◯ 委員 

無作為に抽出し協議会委員の案内を送付した数‥700 件 

都 在住の高校生‥173 名 

 

応募した委員（応募率）‥2２名（２.5％） 

 

上記とは別に令和４年度の月ヶ瀬での自分ごと化会議委員に直接声かけを行い

３名が参加。合計２５名の委員で実施。※３名は応募率には含まない。 

 

◯テーマ及び各回の議論 

テーマ：「共助・地域コミュニティを強化する手法」について 

 

各回の議論 

・第 1 回会議：2023 年 8 月 18 日（金） 

Local Coop 構想について（Next Commons Lab） 

自分ごと化会議の概要説明（構想日本） 

奈良市の都 地域について（奈良市都 行政センター） 

委員の自己紹介 など 

 

・第 2 回会議：2023 年 9 月 11 日（月） 

テーマについてグループに分かれて協議 

「改善提案シート」の記入 など 

 

・第 3 回会議：2023 年 10 月 27 日（金） 

ナビゲーターの参加 

テーマについてグループに分かれて協議 

「改善提案シート」の記入 など 

 

・第 4 回会議：2023 年 11 月 27 日（月） 

「提案書(案)」について全体で議論 

「意見提出シート」の記入 など 



14 

  

第 1 回自分ごと化会議 in 都  参加者アンケート結果 

 

2023 年 8 月 18 日実施 

回答者：20 人 

 

性別 

回答 件数 割合 

男性 11 55.0% 

女性 9 45.0% 

無回答 0 0.0% 

合計 20 100.0% 

 

 

 

年齢 

回答 件数 割合 

10 代 0 0.0% 

20 代 0 0.0% 

30 代 1 5.0% 

40 代 5 25.0% 

50 代 6 30.0% 

60 代 5 25.0% 

70 代 3 15.0% 

無回答 0 0.0% 

合計 20 100.0% 

 

地区 

回答 件数 割合 

並松地区 4 20.0% 

吐山地区 3 15.0% 

都 地区 7 35.0% 

六郷地区 5 25.0% 

その他 0 0.0% 

無回答 1 5.0% 

合計 20 100.0% 
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1.第 1 回会議に参加していかがでしたか。 

回答 件数 割合 

とても良かった 5 25.0% 

良かった 9 45.0% 

どちらでもない 2 10.0% 

あまり良くなかった 0 0.0% 

良くなかった 0 0.0% 

無回答 4 20.0% 

合計 20 100.0% 

 

2.テーマについて理解できましたか。 

回答 件数 割合 

とても理解できた 5 25.0% 

理解できた 11 55.0% 

どちらでもない 1 5.0% 

あまり理解できなかった 0 0.0% 

理解できなかった 0 0.0% 

無回答 3 15.0% 

合計 20 100.0% 

 

3.コーディネーターの進行は分かりやすかったですか。 

回答 件数 割合 

とても分かりやすかった 7 35.0% 

分かりやすかった 9 45.0% 

どちらでもない 1 5.0% 

分かりにくかった 0 0.0% 

とても分かりにくかった 0 0.0% 

無回答 3 15.0% 

合計 20 100.0% 
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4.話す時間は十分でしたか。 

回答 件数 割合 

とても十分だった 3 15.0% 

十分だった 8 40.0% 

どちらでもない 2 10.0% 

あまり十分ではなかった 3 15.0% 

十分ではなかった 1 5.0% 

無回答 3 15.0% 

合計 20 100.0% 

 

5.会議に参加しようと思った理由は何ですか。 

 普段とちがう皆さんの意見、考えを聞きたかった。 

 針テラスの今後を知りたい。 

 テーマに興味があり参加しました。 

 月ヶ瀬に参加させて頂いて、今度は地元だと思って楽しみになった。 

 人にすすめられたので。取組に興味を持ったので。都 のことをもっと知ろうと思っ

たから。 

 住みよい地域づくりとは何か。何が必要か。何をしたらいいか。何から始めればいい

か・・・idea がほしい、なかま（同じ思い）のひとと語りたいから。 

 都 地域が好きだし、この環境を後世に伝えたい。その為に何か得る事があるのでは

ないか。人の輪を広げたい。 

 自治連合会等の考え方、活動方法の違いについて確認したかった。 

 どの様な会議か？解らずの参加でした。 

 住んでいるこの都 地域がより魅力的になったらいいなという思いと、この地域につ

いて勉強させてもらえたらと思い参加しました。 

 自分自身のスキルアップと都 の為に役に立てればと思い参加しました。 

 月ヶ瀬での自分ごと化会議に参加させて頂き、今回地元開催という事も有り参加さ

せて頂きました。色んな立場の意見を聞かせて頂き勉強させて頂きたいと思い参加

させて頂きました。 

 年齢を重ねるにつれ地域コミュニティに参加する機会が増え、またその運営に携わる

機会も増えましたので、同じ地域に住まわれる方々との意見交換ができればと思い

ました。 

 先ずは義務かと思った。 

 都 を暮らしやすい場所にするために。 

 みなさんがどんな話をされるか興味があったし、テーマに関心があった為 
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 どんな事をするのか、これからの都 がどんな風になるのか。とても気になったので

思い切って参加させて頂きました。 

 皆さんとの共通点を求めて。 

 子育て中（4 才と 2 才）なので、育てていく中でいつも悩んでいることを解決したい

と思って、少しでも声を届けばと思い参加しました。耳鼻科医を診療所にきてほしい。

奈良市のファミリーサポートの援助会員が少ないので利用できない。（都 エリア、車

送迎できる人） 

 

6.次回以降に向けての要望や今日の感想など、ご自由に記入してください。 

 いろんな立場の人がおられて、楽しそうです。今後全くのフリーで進むと話が多岐に

わたってまとまりにくくなると思う。よろしくお願いします。 

 都 を良くしたい。 

 いろんな方々の意見や話しを聞くことができて良かったです。皆さん深く考えておら

れるなあと思いました。 

 地域に熱い方のあつまり。次回から楽しみです。 

 Facebook などでメンバー同士の連絡やコミュニティを強化したい。 

 都 の人ばかりで内容がよくわかった。課題を少しでも解決できる糸口をみつけられ

たら。 

 前向きな討論をしたいです。 

 参加者が活発な意見を出しあっていて活動的な会議になると思いました。 

 次回楽しみにしています。 

 自己紹介をもう少し短めでお願いしてほしかったです。みなさんよくお話しされるの

で、不安になりました。 

 自治会に入っておられない方々の意見を聞かせて頂き感謝しております。 

 世代、性別を越えた話を聞けそうで楽しみです。 

 各々の方々の見てらっしゃる、考えてらっしゃることが、どんどん広がりを感じて、聞

くことが楽しかった。立場や状況の違いがあり、まじりあっていかない！！と思って

いたが、大きな課題にむかっては皆さんの言葉が、考え方が、興味深く感じたし、良い

方向がみえるのでは！と感じた。 

 特にありません。 

 色んな意見が聞けたし感心する意見も多くて楽しくすごせました。針テラスをテーマ

にする話もしたいです。次回もよろしくお願いします。 

 第 1 回目、すごく有意義で楽しい時間でした。次回からも参加させて頂きたいです。

針テラスの事についての意見楽しみです。 

 都 の将来について深めれば。 
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 自治会に向けての驚きはたくさんあるので、引き続き参加したいと思ってますが、私

の動機とちょっと異なるので、次回以降は難しいのかと思っています。21：30 には

子供を寝かすため帰らないといけないです。スミマセン。 
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第 2 回自分ごと化会議 in 都  参加者アンケート結果 

 

2023 年 9 月 11 日実施 

回答者：14 人 

 

性別 

回答 件数 割合 

男性 9 64.3% 

女性 5 35.7% 

無回答 0 0.0% 

合計 14 100.0% 

 

 

 

年齢 

回答 件数 割合 

10 代 0 0.0% 

20 代 0 0.0% 

30 代 0 0.0% 

40 代 3 21.4% 

50 代 7 50.0% 

60 代 3 21.4% 

70 代 1 7.1% 

無回答 0 0.0% 

合計 14 100.0% 

 

地区 

回答 件数 割合 

並松地区 2 14.3% 

吐山地区 4 28.6% 

都 地区 4 28.6% 

六郷地区 4 28.6% 

その他 0 0.0% 

無回答 0 0.0% 

合計 14 100.0% 
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1.第 2 回会議に参加していかがでしたか。 

回答 件数 割合 

とても良かった 6 42.9% 

良かった 7 50.0% 

どちらでもない 1 7.1% 

あまり良くなかった 0 0.0% 

良くなかった 0 0.0% 

無回答 0 0.0% 

合計 14 100.0% 

 

2.テーマについて理解できましたか。 

回答 件数 割合 

とても理解できた 3 21.4% 

理解できた 9 64.3% 

どちらでもない 1 7.1% 

あまり理解できなかった 1 7.1% 

理解できなかった 0 0.0% 

無回答 0 0.0% 

合計 14 100.0% 

 

3.コーディネーターの進行は分かりやすかったですか。 

回答 件数 割合 

とても分かりやすかった 7 50.0% 

分かりやすかった 5 35.7% 

どちらでもない 2 14.3% 

分かりにくかった 0 0.0% 

とても分かりにくかった 0 0.0% 

無回答 0 0.0% 

合計 14 100.0% 
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4.話す時間は十分でしたか。 

回答 件数 割合 

とても十分だった 3 21.4% 

十分だった 6 42.9% 

どちらでもない 2 14.3% 

あまり十分ではなかった 2 14.3% 

十分ではなかった 1 7.1% 

無回答 0 0.0% 

合計 14 100.0% 

 

5.次回以降に向けての要望や今日の感想など、ご自由に記入してください。 

 世代を越えて、都 の事を真剣に考えている方々が沢山いることにおどろいたし、ま

だまだ都 は捨てたもんじゃないなと感じました。ありがとうございました。 

 まとめるのがむずかしい！です。 

 針テラスについての説明があって良かった。住民の意見をきく機会を作ってほしい！

小グループで意見を出す機会があり良かった。" 

 地元の方と新参者と、違う世代と、男性と女性と、一くくりにはならない方々が、色ん

な希望、夢を持って新しいコミュニティをつくっていければ・・なんて夢見てしまう程、

良い話し合い時間だったと思う。 

 特にありません。 

 自治会、伝統、いままでの都 の話ばかりよりも、都 歴史を語りたい気持ちはわか

ります。でも、これからどうしたら良いかを話し合った方が良いとずっと思いました。

土地、自然、やさいを作って料理の華を考えたい。子育てしやすい地区にしたい。 

 幅広い意見を聞けてよかった。会議までに予習復習が必要。 

 小グループでみんなの意見が聞けてよかった。時間が足りない。テーマをしぼった方

が進めやすい。 

 グループ班に分けていただいた事によりさらにいろんな方と話ができた事がまずよ

かった。また個々に持っている意見や信念、夢や希望を私の意見も含め情報共有でき

た事は良かったと思う。次回はまたメンバーをシャッフルしていただき、また違う意見

を交換しあえる場になれば良いと思う。 

 知らなかった事を知る事が出来た事、色々な話、意見を聞く事が出来て大変勉強にな

りました。 

 前回の会議でも思ったが、自立した地域うんぬんを考えるよりもっと身近な自治会や

コミュニティの話ばかりになって、議論ばかりになってなかなか前に進まないと思っ

た。 

 普段思っていた事を話し合い又色んな話が聞けた事がうれしく思います。  



22 

  

第 3 回自分ごと化会議 in 都  参加者アンケート結果 

 

2023 年 10 月 27 日実施 

回答者：16 人 

 

性別 

回答 件数 割合 

男性 9 56.3% 

女性 7 43.8% 

無回答 0 0.0% 

合計 16 100.0% 

 

 

 

年齢 

回答 件数 割合 

10 代 0 0.0% 

20 代 0 0.0% 

30 代 1 6.3% 

40 代 1 6.3% 

50 代 6 37.5% 

60 代 5 31.3% 

70 代 3 18.8% 

無回答 0 0.0% 

合計 16 100.0% 

 

地区 

回答 件数 割合 

並松地区 3 18.8% 

吐山地区 1 6.3% 

都 地区 7 43.8% 

六郷地区 2 12.5% 

その他 0 0.0% 

無回答 3 18.8% 

合計 16 100.0% 
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.第 3 回会議に参加していかがでしたか。 

回答 件数 割合 

とても良かった 7 43.8% 

良かった 5 31.3% 

どちらでもない 1 6.3% 

あまり良くなかった 0 0.0% 

良くなかった 0 0.0% 

無回答 3 18.8% 

合計 16 100.0% 

 

2.テーマについて理解できましたか。 

回答 件数 割合 

とても理解できた 3 18.8% 

理解できた 10 62.5% 

どちらでもない 1 6.3% 

あまり理解できなかった 1 6.3% 

理解できなかった 0 0.0% 

無回答 1 6.3% 

合計 16 100.0% 

 

3.コーディネーターの進行は分かりやすかったですか。 

回答 件数 割合 

とても分かりやすかった 9 56.3% 

分かりやすかった 2 12.5% 

どちらでもない 3 18.8% 

分かりにくかった 1 6.3% 

とても分かりにくかった 0 0.0% 

無回答 1 6.3% 

合計 16 100.0% 
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4.話す時間は十分でしたか。 

回答 件数 割合 

とても十分だった 0 0.0% 

十分だった 7 43.8% 

どちらでもない 3 18.8% 

あまり十分ではなかった 2 12.5% 

十分ではなかった 3 18.8% 

無回答 1 6.3% 

合計 16 100.0% 

 

5. ナビゲーター（水谷氏）の話は分かりやすかったですか。 

回答 件数 割合 

とても分かりやすかった 4 25.0% 

分かりやすかった 8 50.0% 

どちらでもない 3 18.8% 

分かりにくかった 0 0.0% 

とても分かりにくかった 0 0.0% 

無回答 1 6.3% 

合計 16 100.0% 

 

6.次回以降に向けての要望や今日の感想など、ご自由に記入してください。 

 次回で最後だが、まだまだ議論し尽くしていない感がある。一人一人時間がないのも

あるが、もっと話をまとめたいと思った。 

 この自分ごと化会議で芽吹いた熱い想いが続きますように。 

 地域の人々が都 の地域をどう感じ、将来に何を求めているのか！何かやりたい人

がどこにどれだけおられるのかアンケート等でもしてつかんでもらいたい。 

 こうした住民の議論を続けるべき。合併 20 年後の都 を目指して。 

 水谷さんの会社がされている事を聞いてすごく楽しそうだなと思った。グループワー

クの時みなさんの話を聞いて色々な可能性があるのかも！話してみたら色んなアイ

デアがある事が分かった。ワクワクする気持ちにもなりました。 

 針テラスの場所は市民のアイデアは受け入れて頂けるのですか？具体的に答えてい

ただきたい。 

 都 もまだまだ捨てたもんじゃないなと思いました。熱い人が沢山いることが少し安

心しました。 

 まずは自分で何ができるかなという思いでいいんだということがわかった。 

 水谷さんのお話が興味深かったです。 
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 地域の活性ではなくグループでやるイベントみたいであった。もっと地域活性の事例

が見たかった（全員の方が参加出来るような方法）。 
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第 4 回自分ごと化会議 in 都  参加者アンケート結果 

 

2023 年 11 月 27 日実施 

回答者：17 人 

 

性別 

回答 件数 割合 

男性 10 58.8% 

女性 7 41.2% 

無回答 0 0.0% 

合計 17 100.0% 

 

 

 

年齢 

回答 件数 割合 

10 代 0 0.0% 

20 代 0 0.0% 

30 代 1 5.9% 

40 代 4 23.5% 

50 代 6 35.3% 

60 代 3 17.6% 

70 代 3 17.6% 

無回答 0 0.0% 

合計 17 100.0% 

 

1.第 4 回会議に参加していかがでしたか。 

回答 件数 割合 

とても良かった 8 47.1% 

良かった 6 35.3% 

どちらでもない 0 0.0% 

あまり良くなかった 0 0.0% 

良くなかった 0 0.0% 

無回答 3 17.6% 

合計 17 100.0% 
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2.今回の自分ごと化会議全体を通じての満足度を教えてください。 

回答 件数 割合 

とても満足 5 29.4% 

まあまあ満足 6 35.3% 

どちらでもない 1 5.9% 

やや不満 3 17.6% 

不満 0 0.0% 

無回答 2 11.8% 

合計 17 100.0% 

 

その理由 

とても満足 

 自分が日頃思っていた事を言えた。 

 色んな方の色んな話、情報を聞けた事、小さな事から何か出来ればと思えた事。 

 都祁󠄀地区で議論できた事、今までは知らなかった方と知り合いになれた事、将来のビ

ジョンについて話し合えた事。 

 

まあまあ満足 

 都祁󠄀地区から無作為の方々との意見交換ができ良かった。 

 少しテーマとは離れた話があったと思います。司会の方には苦労をいただきましたが、

もう少し踏み込んだ話ができたのではないかと思います。 

 地域のことを考える入口にはなったと思う。 

 自治会に入っておられる方、おられない方等毎回熱い話を交わせたのは大変意義が

有って楽しく参加させて頂きました。この中での話が続き、行政や議会につながって

行くことを望みます。 

 

どちらでもない 

 個人の満足とかじゃなくて、”これから”だと思う。 

 

やや不満 

 市長がはじめに来られなかった。本当に市が動いてくれるのかなあと思いました。 

 まだまだ意見がまとまっていない気がする。 
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3.コーディネーターの進行は分かりやすかったですか。 

回答 件数 割合 

とても分かりやすかった 7 41.2% 

分かりやすかった 6 35.3% 

どちらでもない 2 11.8% 

分かりにくかった 0 0.0% 

とても分かりにくかった 0 0.0% 

無回答 2 11.8% 

合計 17 100.0% 

 

4.以下の項目について、自分ごと化会議に参加した前後で変化はありましたか。 

ⅰ）行政や議会の情報への関心度 

回答 
会議参加前 会議参加後 

件数 割合 件数 割合 

1 低い 1 5.9% 0 0.0% 

2 2 11.8% 1 5.9% 

3 5 29.4% 2 11.8% 

4 8 47.1% 9 52.9% 

5 高い 1 5.9% 5 29.4% 

無回答 0 0.0% 0 0.0% 

合計 17 100.0% 17 100.0% 

 

ⅱ）自治会、ボランティア等地域づくりに関わる集まりに参加する頻度 

回答 
会議参加前 会議参加後 

件数 割合 件数 割合 

1 低い 0 0.0% 0 0.0% 

2 1 5.9% 0 0.0% 

3 3 17.6% 1 5.9% 

4 7 41.2% 10 58.8% 

5 高い 5 29.4% 5 29.4% 

無回答 1 5.9% 1 5.9% 

合計 17 100.0% 17 100.0% 
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ⅲ）地域コミュニティの醸成に向け、自らも何かしようと思いましたか（自分ごと化） 

回答 
会議参加前 会議参加後 

件数 割合 件数 割合 

1 低い 0 0.0% 0 0.0% 

2 2 11.8% 0 0.0% 

3 5 29.4% 1 5.9% 

4 4 23.5% 7 41.2% 

5 高い 5 29.4% 8 47.1% 

無回答 1 5.9% 1 5.9% 

合計 17 100.0% 17 100.0% 

 

5.質問 4.以外に、自分ごと化会議に参加して、意識や行動の変化があったことな

どがあれば教えてください。 

 家族にも聞きました。周りの人にも地域の話を教えて頂き、いろいろ考えさせて頂き

ました。 

 意見交換を直して話し合いの場が必要。 

 自分に何ができるのか考えるようになった。 

 都祁󠄀の良い所、悪い所 etc.色んな意見が聞けて勉強になりました。 

 自分の住む地域（大字）や、属しているコミュニティだけでなく、都祁󠄀全体の課題とし

てとらえることができた。 

 やはり地域の役割や肩書はある程度スマート化する必要があると思う。今後何をする

にも、人材、時間、お金の三種の神器が必要で、いろんな人がつながり合い、相乗効果

を生むコミュニティを作る必要があると思う。 

 何かをしなければという気持ちが出てきた。このままでは何もかわらずである。まず

高齢化が進み、どちらかといえば、老人は厄介者となる。ならないためには体力作り、

体力維持が大事。早速市よりＤＶＤを借りて今月よりやりはじめることに。地域の女性

６～８名で。 

 自治会、地域のグループに参加していない人が多くいたが、自分から参加する意識の

ない人が多数であった。自分ごととして考えるのであれば、現在の活動にもっと多く

参加する人（自身から）を望みます。 

 出会えて話を聞けて良かった！と思う方々がいらした。 

 都祁󠄀とひとことに言っても、自治体や垣内ごとに問題や不満がある事を知り、勉強に

なった。 
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6.都祁󠄀地域をより良くするために特に重要だと思う主体をお答えください。（複数

選択可） 

回答 件数 割合 

住民一人一人 12 70.6% 

地域の自治会、その他

のコミュニティ等 
11 64.7% 

市役所等の行政機関 8 47.1% 

市議会等の政治機関 2 11.8% 

民間企業、ＮＰＯ等 3 17.6% 

その他 

（新たなコミュニティ） 
1 5.9% 

 

7.今後とも引き続き市政運営にご協力いただけると幸いです。現在、市の取組や

まちづくりに関する活動など興味のある分野はありますか。 

回答 件数 割合 

興味のある分野がある 10 58.8% 

特定の分野はないが、 

市政全般に興味がある 
4 23.5% 

特に興味のある分野は 

ない 
1 5.9% 

無回答 2 11.8% 

合計 17 100.0% 

 

興味のある分野 

 環境 

 東部地域の活性化 

 子育て、福祉 

 協力出来る事はしたいと思いました 

 子育て、教育 

 東部山間の今後 

 都祁󠄀の産業振興 

 針テラス 

 地域教育、農業、林業 

 農業の繁栄のための施策 

 ＩＣＴ、コンピュータ関係 
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8.今後、自分ごと化会議のように、住民同士で町の重要課題について議論・意見交

換し、提案できる場があれば参加したいと思いますか。 

回答 件数 割合 

思う 15 88.2% 

どちらでもない 1 5.9% 

思わない 0 0.0% 

無回答 1 5.9% 

合計 17 100.0% 

 

 

 

 

9.自分ごと化会議に参加したことで知識が深まった、勉強になったと思いますか。 

回答 件数 割合 

思う 13 76.5% 

どちらでもない 3 17.6% 

思わない 0 0.0% 

無回答 1 5.9% 

合計 17 100.0% 

 

 

 

 

10.今後、自分ごと化会議のような場に参加するには、どの時間帯が良いと思いま

すか。（複数回答可） 

回答 件数 割合 

平日の日中 1 5.9% 

平日の夜間 12 70.6% 

土曜日の日中 2 11.8% 

土曜日の夜間 6 35.3% 

日曜日・祝日の日中 2 11.8% 

日曜日・祝日の夜間 1 5.9% 
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11.全体を通じた感想やコメントをご自由に記入してください。 

 税金を住民に良い方につかって、旧都祁󠄀を良くして頂ける提案をまとめて頂きたい

です。実行案を楽しみに待っています。 

 地域に熱い想いを持つ人たちがいることを知った。ネクストコモンズラボの方々の存

在が頼もしい。 

 行政セクターの方やスタッフの方ありがとうございました。田中さんうまく進めてくだ

さって本当にありがとうございました。今後どうなっていくのか楽しみです。 

 ありがとうございました。 

 自分の立ち位置が見直せたのでよかった。初めは？でしたが。 

 この会議にご参加いただいた方々、運営に携わっていただいた方々ありがとうござ

いました。 

 ４回では足りない。 

 村の体制は昔と変わらず、それを「よし」として長年受け入れてきたというよりこれし

かないとあきらめていた。でもよりよい地域にしていく、子どもも孫もここがわが村

わが町と誇れる地域でありたい。その方向をみんなで考えて取り組まねばと思う。 

 色んな立場、状況の方々と話し合えるばは良かった。数百年の時間を個々ですごして

きた方々と歴史を知らぬ者とがいっぺんに交流することは難しいが、生まれが違って

も話すことによって、「知り合える」というのはすてきなことだと感じた。 

 提案書を出していただくのはありがたいが、市や行政の回答を必ずほしい。貴重な会

議に参加させていただきありがとうございました。 

 この会議に参加したことがきっかけで地域の企画に足を運ぶようになった。 

 まずはとなり近所の何気ない声掛けから始めてみよう！と自治会長と話し合ってい

る。世代、家族数、仕事、みんな違うからこそ共助のしがいがある。 


